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■氏名 ：土屋 恵子
■保有資格：ITコーディネータ、

キャリアコンサルタント
■専門分野：企画デザイン・販促支援/人材育成

商品自体が持っている力を時流に合わせて素直に
表現することを心がけています。事業主様の気づ
いていない強みを確認しながら、ネーミング、
パッケージデザインに活かしました。

茨城県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業の中核事業であるタイヤ販売の売上げ低下が加速しており、5年前から野菜直売事業も行っている。そ
の事業の一環として、焼き芋を丸干しにした商品を開発し、小売価格500円（300g）で販売を開始した。こ
の価格は一般的な小売りの半値以下であり、通常の問屋卸売り価格に相当する。そのため、販路を拡大した際
に、流通経路での販売コストに対応できなくなることが懸念される。相場小売価格は4000円/㎏であるが、本
企業では、3000円/kg程で販売拡大したいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関にて現状と問題点についてヒアリングを行ったところ、商品としての完成度が低いことが分った。そこ
で、1）1パックの量300gを150gに減らし600円とする。2）見た目の美しさを追求する（商品としての完成
度を上げる）。3）パッケージのデザイン（シールにて対応）で手に取りやすさを演出する。4）お客様が納
得する商品のネーミングとする等の課題を設定したうえで、デザイン支援の実績があるだけでなく、販売企画
の提案もでき、将来の事業拡大に貢献できる本専門家に依頼をした。

パッケージと同デザインの
サインボードを持つ

寺嶋代表

■専門家による具体的な支援内容

この商品は、芋の糖度の高さから乾燥途中に蜜が出て黒くなってしまうが、その弱点を

「美味しさ・甘さの証拠・強み」としてとらえて、商品開発することを提案。ネーミング
については、流行り傾向にある言葉を経営者と意見交換しながら、数点の案を選出した。

干し焼き芋を数本入れた商品は、「蜜が美味しい、皮も食べられる、無添加、濃厚である
こと」をパッケージデザインに取り込む事を提案。高級感があり、焼き菓子ブリュレのよ
うであることから、洋風なデザインと色使いとした。また一本売りの商品には、美容と健
康を打ち出したキャチコピーを入れるように助言した。今回、蜜の多い芋については、イ
ンターネットでも販路拡大していくことが決まった。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000YE6l8AAD?advisor_field_id=

桜川市商工会の名物つくり委員会に出品した「干し焼き芋」の
より良い商品化のため茨城県よろず支援拠点を通じて、土屋先
生を紹介いただいた。
食に対する専門性が高い土屋先生は、干し焼き芋から出る
「蜜」を、おいしさの象徴とする提案をされ、この気付きで商
品に命が吹き込まれたと感じた。
課題であった商品のパッケージングも手ごろな量目となり、丸
ごと・半割・スライスとバリエーションを広げることができ
た。これからも土屋先生と協力しより良い商品開発を続けてい
きたい。よろしくお願いします。

今回課題であった蜜で黒くなってしまう弱点を逆転の発想で「蜜いも」とネーミングすることで強み
とし、さらに洋菓子風に見立てたデザインにすることで、この商品は大きく生まれ変わった。また
「無添加」「皮も食べられる」などを記載することで、「健康志向」「自然食志向」を顧客に打ち出すこと
ができた。贈答用品としてシールで装飾したオリジナルBOXを用意し、販売拡大を広げることがで
きた。この「蜜いも」は発売当初（9～10月）前年同月比120%の売上となった。さらに、芋の糖度
の上がる冬に向けては、150%以上の伸びを期待している。 蜜いも・ブリュレ

有限会社 マテリアル茨城

■業種 ：各種商品小売業
■従業員 ：7人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成15年
■住所 ：茨城県桜川市長方999-5
■企業概要：タイヤ販売・野菜販売

逆転発想で弱点を魅力に変えた商品開発・ブランディング支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人茨城県中小企業振興公社
構成機関

土屋 恵子 氏

いばらき中小企業サポートネットワーク

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：中村 昌民
■保有資格：ISO9001審査員
■専門分野：品質管理、生産管理

経営者の意図を大切にし、現場が強く動機づけら
れるように工夫した。組織運営面での課題も明確
になり、持続可能な体制づくりが出来た支援で
あった。

栃木県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和47年に創業した、長瀬産業株式会社グループの包装容器メーカー。食品関係を中心に、エレク
トロニクス、化粧品、メディカルなど幅広い業種の企業と取引を行っており、常に高度なモノづくりが求めら
れている。しかしながら、製造現場では、「指示待ち」の傾向があるなど、課題も多い。社員一人ひとりが
「モノづくり」に意欲を持ち、自らが課題を見つけ出し解決できる強い組織を3年以内に構築するために、専
門的知見に基づいたアドバイスが欲しいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のCoが本企業の製造現場を訪問し、品質向上・生産性向上への現時点での取り組み状況を確認すると
ともに、経営者および幹部社員へのヒアリングを実施。その結果、「主体性の高い社員」の育成が必要であ
り、モノづくりの第一線において、現場目線での提案や動機づけ、経営者視線での幅広い助言が必要であると
判断した。候補とした3人の専門家の中から、品質管理や生産管理の分野での現場経験が豊富な本専門家に支
援を依頼した。

問題点の見える化シート

■専門家による具体的な支援内容

工場内の主要メンバーから「現場の問題点」を事前に抽出。現場リーダーへのヒアリ
ングを通じて課題を深掘りし、課題の関連性等を分析した。具体的には、「業務遂
行、組織、仕組み、製品、製造工程」と、5つのテーマごとに問題点を整理したうえ
で、問題点の可視化と共有化を図るために、現場目線の「見える化シート」を作成し
た。「見える化シート」を元に、経営幹部を交えて、収益悪化との関連性や「見える
化」した問題点の重要性・優先順位を討議。目標設定、人材育成を含む体制整備、管
理の仕方など、「製造現場としてのあるべき姿」を提示。「現場リーダーを核に、製
造部全体としてメンバー自ら改善に取り組む組織」構築に向けた目標設定と実行プロ
セス、日程などの実行計画策定を課題ごとに指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000jOO47AAG

中村先生から、現場の課題を一つひとつ紐解き、関連付けて整
理することで、問題点が「見える化」できるよう支援していた
だきました。課題に対しては、的確で時には具体的な提案や考
える糸口をアドバイスいただき、会社として取り組むべき優先
課題が明確になりました。
おかげで改善活動の組織化ができ、全社一体となって運営して
いく仕組みが完成しました。今後、更なる強い製造現場実現に
向け中村先生の継続支援を受けてゆきたいです。

従来から、QC（品質管理）活動を行っていたが、製造現場での個々の活動であった。今回の支
援を通じて、「組織力強化」という目標を現場全員で共有。現場リーダー5名が核となって全員
で問題点を抽出し、解決策を講じることで、チームとして現場改善に取り組んだ。その結果、現
場における組織的な改善活動が可能になり、組織力強化につながった。また、経営的な重要性判
断をテーマ設定時に加えることで、達成時の成果に結び付きやすくなった。本年中に、5つの
テーマのすべてでPDCAの１サイクル目が開始される予定。「儲かる工場」をスローガンに掲
げ、全社員への波及効果と、さらなる5S改善が見込まれる。

リーダーによる
改善活動の様子

寿化成工業 株式会社

■業種 ：製造業
■従業員 ：90人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和47年
■住所 ：栃木県鹿沼市さつき町7-9
■企業概要：シート成形品の開発・製造・販売

課題の「見える化」による製造現場の組織的改善活動支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

中村 昌民 氏

栃木県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

もの
づくり
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■氏名 ：茂木 三枝
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：創業・経営革新支援

後継者は、おもちゃコーディネーターの資格を取
得、玩具小売業に関する専門的知識を有してい
る。接客、営業面では、能力を発揮しており、申
し分ない。今後は、経営全体に携わり、事業を成
長させることが期待される。

群馬県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は大正10年に創業した、木製玩具・キャラクター商品等を取り扱う県内有数の玩具小売業である。以
前は高価格帯の雛人形を扱っていたが、外資大型玩具店の出現により、提案営業による「差別化戦略」の販売
方式を強めてきた。現在は、教育施設や公民館等の公共施設を対象とした販売も展開している。現経営者夫婦
は4代目後継者となる二男（29歳）に事業承継を進めていきたいと考えているが、経験と工夫で築き上げてき
た経営ノウハウは暗黙知化してしまっているため、どのようなステップで事業承継に取り組むべきか悩み、当
機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、現経営者は「お客様一人ひとりへの丁寧な接客」を理念とし、その想い
は後継者も折に触れて体得してきている。しかしながら、暗黙知化した経営管理ノウハウを後継者へ体系的に
説明することは難しく、接客・販売を担当してきた後継者への具体的引継ぎはまだ成されてない。本企業の事
業承継は、伝統的家業を継続した経営ノウハウを棚卸しするとともに、第二創業の視点に立って後継者の経営
参加を進める支援が必要であると判断した。そのため、県内の小売業に精通し、第二創業・新規創業支援の実
績が豊富である本専門家に依頼した。

専門家によるヒアリング

■専門家による具体的な支援内容

いままで後継者は財務管理に関わってこなかったため、経営状況の詳細を把握していな
かった。後継者が過去3年間の部門別月別売上を入力・分析することで、経営の現状を数
値で把握できるように指導した。また、季節変動指数を算出した上で、今後の部門別売
上目標・客数目標設定方法等を助言。後継者を中心に事業計画を作成し、計画を実現す
るための行動計画を指導した。具体的には、在庫管理・季節商品売上管理等の経営管
理、レア商品のネット販売・不良在庫の活用・子育て冊子の産婦人科への配布等の営業
戦略、人材育成計画作成等を提案した。後継者に毎回宿題を出しながら、具体的な支援
を進めることができた。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000SRSlhAAH

茂木先生には、平成15年に経営革新計画作成支援を受け、「木
製玩具で親子の絆の大切さを提供できる店」として承認を受け
ることができました。経営革新計画を作成し、中期目標をも
ち、事業を成長させてきました。今回は、事業承継をすすめる
ための支援を受けました。後継者である息子が入社し、イベン
ト企画運営、卸先営業などに携わってきました。営業面では、
お客様に喜ばれ、信頼と実績を積み重ねていると感じていまし
た。今回の支援で、経営について学び、経営者としての自覚を
持ち、お店を成長させてほしいと思っています。

平成30年度収支計画を作成し、部門別売上目標や経費予算、利益目標を明確化し、営業の見直し等
に活用することができるようになった。また部門別の課題を把握し、対応策を打っていくことの重
要性も理解できた。今まで親子で事業承継に関する話し合いの時間を持つことはなかったが、今回
の支援をきっかけに時間を共有し、相互理解を進めることができた。また、今後の経営会議開催も
定着し、経営の現状を踏まえたうえで、中期的なお店づくりに取り組んでいく予定である。

現経営者夫婦と後継者

有限会社 黒田人形店

■業種 ：玩具小売業
■従業員 ：5人
■資本金 ：300万円
■創業 ：大正10年
■住所 ：群馬県前橋市千代田町2-7-17
■企業概要：木製・伝統玩具販売、イベント開催

百年企業で円滑な親族内承継を目指した経営ノウハウ支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人群馬県産業支援機構
構成機関

茂木 三枝 氏

群馬県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：福田 隆
■保有資格：品質管理推進責任者
■専門分野：5Sの実践指導

製造現場では、生産計画や各作業のスキルな
どの「見える化」すべき事項がまだまだ多い
が、従業員が前向きに取り組んでいるので、
今後の進捗が期待できる支援であった。

埼玉県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和47年に亜鉛めっき薬品の開発メーカーとして創業。「金属表面処理の総合プロデューサー」と
して、「亜鉛めっきの問題解決」をあらゆる角度からサポートしている。 亜鉛めっき市場での活動を中心に、
前処理から後処理、排水処理薬品に至るまで、フルラインナップの薬品を取り揃えている。かねてより5Ｓや

人材育成に取り組み、ムダ削減とコストの削減を実現してきた。今後は働き方改革を視野に入れた「さらなる
生産性向上」を目指し、「業務の見える化」を進めたいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングの結果、新人採用が厳しい昨今、現在の従業員のみで生産性を向上させるには、モノの整
理のみならず作業そのものを見直すことで、作業時間の短縮と業務の効率化を実現する必要があると判断。そ
こで、5Sアドバイザーとして高い専門性と豊富な支援実績で、今回の業務改革に最適である本専門家に依頼
した。

イレクターを活用した
工場内の整頓

■専門家による具体的な支援内容

今回 『作業記録の見える化』 について支援した。本企業では、従来より製造作業を記録し
ているが、記録すべき事項が曖昧であり、トラブルが発生した場合の原因を容易に追究で
きない状況であった。そこで、実際に使用されている製造記録書を例に、改善すべき事項
を議論しながらアドバイスを行った。特に秤量記録、原料のトレーサビリティー、作業記

録（時間・作業者）、記録の検証、合否判定、出荷記録等について、具体的に起こる可能性
のある品質異常を想定したうえで、異常発生時に原因を追究できる記録方法を指導した。
併せて、異常の報告システムや生産計画表の作成方法も指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxic7AAB?advisor_field_id=

これまで自社でも「業務の見える化」、「生産性の向上」は課題と
して意識しておりましたが、今までの慣習等により、今一歩踏
み出せない状況でした。
そんな中で福田隆先生と相談させて頂き、他業種での取組みを
例にあげながら、自社で実現可能な具体的な手法を提案頂き、
非常に感謝しております。
また、他業種での取組みの例のご説明頂くことで、従業員に
思ってもみない視点を与えることができたと感じており、その
点でも非常に有意義な支援を受けることができました。

5S活動が社内で定着し、さらに今回の「業務の見える化」により、不要なモノの廃棄、必要なモノの
置き方、生産計画や発注点管理が明確化された。具体的な数値の例としては、不用品の廃棄と製品数
の削減に取り組み、スペース確保を実現。 これにより、毎朝行っていたパレット移動の時間を30分
程度圧縮することに成功した。更にQCD（品質・コスト・納期）の最適化を図るための新人教育にも
力を入れ、標準作業の構築、作業標準書の策定にも取り組んでいる。従業員が、変化を受け入れ、自
ら変化を起こすようになったことで、5S活動やムダ取りの活動が人材育成に大きな影響を与えるよ
うになった。

工場見学会のようす

株式会社 タイホー

■業種 ：金属表面処理剤製造業
■従業員 ：20人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：昭和47年6月
■住所 ：埼玉県川口市東領家2-37-18
■企業概要：亜鉛めっき薬品専門メーカーとして、

フルラインナップの薬品を取り揃える。

「業務の見える化」を実現！5Sの実践と生産性向上支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

川口商工会議所
構成機関

福田 隆 氏

彩の国中小企業応援ネットワーク会議

専門家

地域PF

もの
づくり
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■氏名 ：内田 雅敏
■保有資格：中小企業診断士、特定社会保険労士、

行政書士
■専門分野：事業計画策定、事業承継、

人事面の改善

事業承継で、労務の相談を頂くこととが多い。社
会保険労務士の専門知識が活用出来、企業の競争
向上に貢献出来、満足している。

千葉県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、香取郡多古町でカット野菜の製造を行っている。地元（多古産）をはじめ、近県からの新鮮な根菜
を加工して、学校給食及び食品メーカーに製品を提供している。平成30年4月に先代の経営者から、孫の現代
表取締役へ事業承継が行なわれ、新しい経営体制となった。しかし、組織面では、従業員のほとんどが定額日
給制であるため、業務に対する意識は低く、また、中間管理職の育成の仕組みについても整備されていない状
況である。そこで、今回の事業承継を機に、競争力のある組織に変革していきたいとの考えから、新たな組織
の構築と人事労務面の規定等をどのように整備したら良いかと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当職員がヒアリングした結果、1）現状の組織人事面での問題点の洗い出し及び改善方法について、
2）社員の能力に合わせた賃金制度への変更について、3）従業員の能力アップについて、専門的見地からの
支援が必要であることが明確になった。そのため、事業承継企業の経営改善および賃金制度、従業員の教育に
ついての支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

組織改善の支援の流れ

■専門家による具体的な支援内容

本企業が目指す「競争力のある組織変革」の実現にあたっては、単なる賃金制度の整
備ではなく、「経営層の考えを社員に浸透させるための改革」と位置付け、新代表の
方針、経営のオープン化など、企業の体質改善とすべきであると助言し、組織と制度
の構築について包括的な支援を行った。具体的には現状の組織構造と勤務実態に対す
る分析と課題の抽出を行い、現状を把握したうえで、能力制度を取り入れた新たな職
務制度策定及びそれに対応した賃金制度の見直しについて指導。あわせて、従業員の
能力アップを図るための教育計画の作成についてもアドバイスを行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000mWkv4AAC?advisor_field_id=

事業承継直後は、従来からの従業員との関係を円滑にしていく
とともに、旧来の組織風土を競争力のあるものに変革すること
をどのように両立させるかで悩んでいた。
千葉県産業振興センターに相談し、ミラサポを活用して専門家
の指導を受けることが出来、大変満足している。
指導していただいた内容を生かし、今後も従業員一人一人の成
長と会社の成長に努め、皆様に信頼していただける企業である
よう邁進したい。

旧経営層が取組んでこなかった人事労務面での整備を、新代表が取組むことで、事業承継後の新
しい経営者としての方針を社内に示すことができた。具体的な成果としては、従業員の能力評価
を取り入れた新しい職務制度と、それに対応した賃金制度を策定することができた。半年の試行
期間を経て、来年（平成31年）4月から実施予定である。また、同時に従業員の能力アップの教
育も実施したことで、従業員同士の連携も円滑になり、従業員の業務に対する姿勢が改善される
とともに、職場の雰囲気が明るくなった。 従業員の作業風景

株式会社 土井商事

■業種 ：製造業
■従業員 ：25人
■資本金 ：1,000 万円
■創業 ：昭和37年
■住所 ：千葉県香取郡多古町御所台201-3
■企業概要：カット野菜の製造

新しい人事制度構築支援による事業承継後の組織強化

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人千葉県産業振興センター
構成機関

内田 雅敏 氏

千葉県中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

雇用
労務
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■氏名 ：小林 誠
■保有資格：中小企業診断士、情報処理技術者
■専門分野：ITによる経営の効率化

様々な事業への意欲と可能性を検討する中で、依
頼者自身が持つ経験と強み、人脈を最も重視し
た。既存の競合との差別化を意識しつつ、個性を
活かす計画の作成を支援した。

東京都

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成2年に創業し、多数の有名ナレーターを擁する芸能プロダクションである。ナレーター派遣以
外にも、多角的に事業を展開しているが、社内の人員が不足しており、業務の効率化が図れていないため、本
業以外の分野で成果が出ていない状況である。今後も、事業の多角化で本企業を成長させたいと考えている
が、どの事業を中心に経営を行っていくべきか、決定しかねていた。そこで、経営効率化や事業計画の策定に
ついてアドバイスがほしいと、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関がヒアリングしたところ、本企業の中核でもある「ナレーター派遣」業務において、事務手続き等が煩
雑であること、担当マネージャーに業務が集中してしまっている現状が判明した。この状況を改善するため
に、ITの活用による業務効率化だけではなく、多角化の一環として展開している「スクール事業」を独立させ
て、事業をさらに発展させたいという意向も持っており、専門的見地からのアドバイスが必要であると判断。
そのため、中小企業診断士の資格を有し、IT活用した経営力強化の支援実績の豊富な本専門家に依頼した。

プロのスキルを広く展開

■専門家による具体的な支援内容

本企業の経営及び事業多角化への状況をヒアリングしていく中で、最終的に「スクー
ル事業」を独立させることが、業務の効率化及び本企業の事業多角化を図る上で、最
も大きな効果が得られると判断。具体的支援については、創業の際に受けられる金融
機関融資や自治体の支援制度についての説明に加え、既存業務の効率化も図るため、
顧客管理システム等のITツールの概要と補助金制度についてもアドバイスを行った。
また、本企業とのシナジー効果を十分に発揮できるよう、ターゲットとなる顧客が
バッティングしないよう差別化した上で、スクールの講師は、本企業からナレーター
を派遣するなど、事業計画の素案の作成を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000yJ2F7QAK

私の漠然としていた考えに対して的確なアドバイスを頂き、大
変感謝しております。
現事業の作業効率化だけではなく、新規事業についてなかなか
方向性がまとまらず足踏みしておりましたが、背中を押して頂
きました。そして、同業者との差別化から顧客管理システムな
ど、これから必要になる経営管理面のサポートまで考えて頂
き、専門家の方に話しを伺う事が非常に重要だと実感しており
ます。

今回の支援により、平成30年12月に「スクール事業」を独立・創業（社名は「株式会社
Double.」）することができた。顧客ターゲットは本企業との差別化を図り、プロの実況ナレー
ター志望の方以外にも、広く一般のビジネスパーソン、就職時期の学生、婚活適齢期の男女な
ど、会話力、コミュニケーション力、立ち居振る舞いの印象をアップさせたい人向けに、事業を
展開する方針が策定できた。また、スクールの講師に関しては、本企業所属のナレーターを派遣
するため、新たなシナジーの創出とともに、事業の柱として、今後、「スクール事業」の大きな
成長が期待できる。

事業計画の素案を作成

株式会社 オフィスアール

■業種 ：サービス業
■従業員 ：3人
■資本金 ：1,000万円
■創業 ：平成2年
■住所 ：東京都港区麻布十番3-2-7

リゾーム麻布十番402
■企業概要：芸能プロダクション

シナジー創出を実現する「スクール事業」独立・創業を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社ソフィアコミュニケーションズ
構成機関

小林 誠 氏

TOKYO中小企業活性化プラットフォーム

専門家

地域PF

創業
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■氏名 ：金子 綾
■専門分野：地域資源活用/販路拡大

販促支援/ITを活用した経営強化

もともとある本企業の魅力を情報発信に載せるこ
とで、単なる顧客を増やしたのではなく、ファン
づくりを行いました。今後は店舗でのイベントも
強化し、BtoCをさらに増やし利益の拡大をサポー
トしたいです。

神奈川県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は「日本酒と出会う人生の喜び」を企業理念とした酒販売店である。「市場流通は少ないが価値のある日
本酒」を、全国にある家族経営の小さな酒蔵から発掘し、代表者の「シニアソムリエ」の資格を生かして他店と
の差別化を図っている。都内飲食店への販売も行っているが、今後は個人客への販売を強化しようと考えてい
る。そのため情報の発信方法や認知度向上策について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングをした結果、蔵元・飲食店と協力して試飲会を実施する予定であることが判明した。しか

し「コンセプト、実施方法、集客方法」について更に検討が必要であると判断した。そこで、集客の流れを作る
ブランディングやコンセプト立案の支援実績が豊富な、本専門家に依頼した。

代表者と専門家
(支援実施風景)

■専門家による具体的な支援内容

試飲会イベントは本企業の「ファンづくり」を強く意識して実施することを指導した。
「店舗の一部をコミュニティスペースとして活用し、月に１度の試飲会を開催するこ
と」、「当初メンバーは常連の方となるが、紹介制の口コミで広がっていくコミュニ
ティを目指すこと」を助言した。試飲会実施後はLINE＠等を駆使した「参加者のコア顧
客化」による囲い込みなどの顧客管理手法も指導した。
情報の発信に関しても、昨年立ち上げた自社ブログの内容を精査し、更新頻度を高め
ることと、検索でヒットするキーワードを並べることによるSEO対策を進めることの徹
底を指導した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000gH6dbAAC

PRや打出し方を工夫することにより、このような結果の違いが
表れ、人通りの少ない住宅地へ来店してくれるお客様がこんな
にたくさん増えるとは思ってもいませんでした。
今回の支援は多額の費用を捻出したものではなく、一つ一つの
工夫により来客を促したものなので、やる気次第で継続しての
効果が期待できます。
今回の支援を今後も生かし、地域に愛される酒屋として更なる
飛躍を目指したいと思っています。

試飲会は「一本会」として、現時点で4回実施した。これは参加するお客様推薦の「一本」を、
他の参加者とともに試飲するもの。たいへん好評で毎回満員となり、「一本会」開催後は、参加
者にSNSへの投稿をお願いしている。これによりコアなファンの獲得とともに、知名度向上に結
びつく結果となった。これらの取り組みの結果、店舗での売上は前年比120%を達成。お店の
ファンづくりが、今後の個人客戦略においてとても重要であることが理解できた。

支援したブログのTOP

有限会社 青木萬吉商店

■業種 ：小売業
■従業員 ：1人
■資本金 ：400万円
■創業 ：昭和42年
■住所 ：神奈川県川崎市宮前区菅生3-45-1
■企業概要：酒・米・灯油等販売

コミュニティイベント開催でコアファン獲得と売上20%増実現！

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

川崎信用金庫
構成機関

金子 綾 氏

かながわ中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

販路
販促
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■氏名 ：木村 譲
■保有資格：販売士、マイクロソフトMOS
■専門分野：販路拡大・販促支援

ITを活用した経営力強化

企業様の課題をどのように解決するか、当社と一
緒に検討しました。
課題解決が当社の事業戦略とリンクするように意
識しながら支援を行いました。

新潟県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、平成22年6月に地元NPO法人関係者主体の出資で設立され、長岡市小国町にて「山の駅おぐにもっ
たいない村」を運営している。地元では唯一の「食品を中心としたスーパー」であり、農産物直売所の運営な
ど、地域の生活を支えるインフラ的存在である。今回、現場の作業効率改善による顧客及び従業員満足度の向
上を目指し、顧客情報の管理と会計時の時間短縮を実現したいと考えた。しかしながら、既存設備では効率的
な運営が困難であることから、新たなITを活用した業務改善を検討し、その活用方法と進め方に関して、当機
関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関担当者によるヒアリングの結果、現状ではレジや発注システムなどの各種システムが連携しておらず、
単独で機能していることが判明した。また、顧客情報も会員カードを用いたアナログ管理になっていた。これ
らを連携させることで、生産性が向上するとともに、お客様の囲い込みや売上増加につなげることができると
判断。そこで、POSレジや発注システム、ポイントカード、決済方法等の機能連携の多様化を検討するため、
ITを活用した経営力強化を得意とし、売上につながる提案に支援実績が豊富である本専門家に依頼した。

店内レジの様子

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、既存のPOSレジで「できること・できないこと」を洗い出し、今後の活用
の可能性を検討。これと併せ、顧客情報と在庫管理の連動機能をもつ高機能クラウドPOS
レジの導入を比較検討した。概算の導入費用と1日あたりのレジ通過人数、カード保持率
等から導入効果を確認。在庫点数は4,000～5,000点に及ぶため、バーコードの有無、イ
ンストアコードの活用方法等も課題となった。お客様を囲い込む方策として、ポイント
カード「山の駅クラブ」の会員増加を図るため、ターゲットを明確にして効果的な販売促
進方法を検討することとした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000U8MXBAA3

今回ITを活用した事業戦略を構築する上で、現在のPOSシステ
ムにおける解決すべき課題を数多く発見でき、新たに導入する
設備に必要な機能・能力を確認することができました。
当社としては業務効率化と従業員のストレス軽減が可能となる
とともに、捻出した時間をお客様へのサービス向上に充てるこ
とが最終的な目標と考えております。
今回ご相談した木村さんは当社に寄り添い、一緒に悩み、適切
なアドバイスをしてくれました。大変有難うございました。

平成31年10月からの消費税増税を見据え、それまでに高機能クラウドPOSレジを導入すること
を決定した。既存POSレジの機能を洗い出し、「できること・できないこと」を明確化する作業
を通じ、経営者のお客様アプローチに対する考え方に変化が現れ、積極的な発言が多くなった。
今後は、顧客情報管理による効果的な商品構成や、また「山の駅クラブ」の会員増加による効果
的な販売促進策を実行し、効果的なアプローチによる売上増加が期待できる。

店舗外観

株式会社 もったいない村

■業種 ：小売業
■従業員 ：24人
■資本金 ：835万円
■創業 ：平成22年6月
■住所 ：新潟県長岡市小国町法坂720-1
■企業概要：スーパー（小売業）

ITを活用した顧客情報管理による経営力強化支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

株式会社 大光銀行
構成機関

木村 譲 氏

新潟県地域連携プラットフォーム

専門家

地域PF

IT
活用
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■氏名 ：山田 清
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：販路拡大・販促支援

新しいスタッフの採用には、新規ホテルなどの
オープンが続き採用が難しい状況でありますが、
ネットを活用した募集など対策が必要と思われま
す。パートスタッフの活用により、時間対応の人
員の確保がしやすくなると思われます。

新潟県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

当企業は「半露天風呂付き客室」、「個室の食事処」、「源泉100％かけ流し貸切風呂」等を特色とする、1日4組
限定の癒しの旅館である。TVや雑誌などの各種メディアで取り上げられ「プロが選ぶホテル・旅館100選
日本の小宿」で選考審査委員会特別賞を受賞するなどしている。そのため宿泊売上は増加傾向にあるが、人手
不足や従業員の高齢化による販売ロスの発生や、顧客の満足度を維持することが問題であり課題となってい
る。旅館業務の各部門の労働生産性を向上させて、人口減時代の人手不足・労働者の高齢化に対応するためオ
ペレーション等を改善する方法について当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行い、当企業のアピールポイントである「高級感」を維持するためには当該課題問題の
解決が急務であると判断し、販売士の資格を有し、雇用・労務関係および販路拡大・販売促進に関して高い専
門性と豊富な実績を有している本専門家に依頼することとした。

作業時間短縮マニュアル

■専門家による具体的な支援内容

サービスの質を落とさずに、業務の効率化を図ることに重点をおいた。人手不足・ス
タッフの高齢化に対応するためには各種業務の点検と見直しを実施、オペレーション
等を改善する方法の指導をした。食事の盛り付けはパートスタッフでも行えるよう手
順の整理を行い、また食事メニューを写真で記録することにより新メニューの開発や
パートスタッフの早急な戦力化に役立てるようにした。パソコンによる顧客管理やア
フターフォローの徹底を合わせて、サービスの見える化を図り少人数でもサービスレ
ベルを維持できるような指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4cAAB

日頃の業務の再点検や見直しができ、改善方法が見いだされた
と思います。人手不足のため、学生などの新規の短期バイトを
採用することが多いこともあり、既存スタッフが指導する時間
が短縮されたことは大変大きな成果です。業務の点検・見直し
を、少人数でも業務が出来る改善策を指導していただき感謝し
ています。実践可能なご指導を頂きありがとうございました。
今後、雇用・労務だけでなく販路拡大についてもご指導してい
ただきたいと考えております。

各種業務をパッケージ化することによる作業時間の短縮と忙しい時間の事前準備の段取りの仕方
を変えることで作業負担を軽くできるようになった。その結果、朝夕食時の準備作業については
それぞれ約5分ほどの時間短縮となり、また客室清掃については約10分ほど短縮できるように
なった。業務改善による、時間の短縮及びパソコンの活用による顧客管理とSNSによる販促活動
など理解し、同時に高齢化したスタッフの業務負担軽減も実現することができた。また、メール
やDMによるお客様へのアフターフォローができるようになり、前年に比べリピート客は約20％
増加した。

業務効率化された客室

うぐいすの初音

■業種 ：宿泊業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：明治19年
■住所 ：新潟県妙高市大字関山6087-12
■企業概要：老舗旅館

売上増加と人手不足のギャップを解消する生産性改善支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

妙高商工会
構成機関

山田 清 氏

新潟県商工会中小企業サポートセンター

専門家

地域PF

雇用
労務
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■氏名 ：出羽 ゆかり
■専門分野：ものづくり、創業、地域資源活用、

販路拡大・販促支援

25周年のプロモーションツールとして、当社の魅
力発信と集客につながる仕掛けを散りばめ、それ
らを自然な導線で印象付ける原稿に仕上げまし
た。また、課題の一つであった桑の葉を使用した
スイーツのPRも、クーポンと絡ませることで違和
感無く行えたと考えております。

山梨県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、地産地消をコンセプトに今年で25周年を迎え、地元でもファンの多いレストランである。「ス
イーツに適した桑の葉・桑の実の開発とそれを活用したスイーツの商品化」というテーマのもと、昨年「神様
のおやつグランミュール」という商品ブランドを立上げ、テリーヌやフィナンシェなどの桑の葉シリーズ商品
開発を行うとともに、販路拡大に積極的に取り組んでいる。今回、25周年記念イベントを開催し、本企業の
魅力発信と集客、桑の葉シリーズ商品の販路拡大に繋がるPRをイベントに取り入れたいと考えていた。しか
し、魅力的かつ戦略的な企画内容とPRについて、効果的な方法が分からず、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行ったところ、イベントをPRするための戦略的な計画が立てられておらず、本企業の
歴史やメニューなどの魅力を伝えるための企画やチラシの総合的デザインの立案が必要であると判断。そこ
で、グラフィックデザイナーとして「情報を視覚的に第三者へ伝える」ことを得意とし、高級食材卸売業者・

小売店に対するパーツケージ刷新支援実績が豊富で、「グランミュール」ブランドのパッケージデザインについ
ても支援実績のある本専門家に依頼した。

25周年イベントメニュー

■専門家による具体的な支援内容

25周年プロモーションの目的とターゲットに合わせ、お得感のある期間限定のスペシャル
メニューや桑の葉スイーツの周知につながる特典内容、作成物の仕様や記載内容についてア
ドバイスした。チラシは表裏で情報を分け、ファン作りを目指し、オーナー、シェフの感謝
のメッセージを入れ、読み物としても完成度を上げることで、心に訴える内容とすることを
提案した。また準備段階でメニュー撮影時のディレクションやスタイリング、よりお得感を
感じさせるサービス内容の表現を指導した。最後に、ターゲット属性に合わせるとともに、
新聞折込を視野に入れたチラシデザインについてアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000vfrOFQAY

今回の25周年イベントの告知のサポートをしていただいてお客
様に当店の良さや強みをうまくお伝えすることができたと思い
ます。専門家の方の見方からいろいろなご意見をいただくこと
ができ、それを告知に反映していただけました。お客様もその
チラシを持ってきてくださる方が多く、多くの方に宣伝できた
のではないかなと感じております。食べ手として考えてくださ
るだけではなく作り手としてでも考えてくださいました。
また、機会があればお願いしたいです。

オーナーとシェフの感謝メッセージを「読ませつつ記憶に残す」レイアウトが仕上がった。本企業
の店名をモチーフに、さくらの花とピンクを使った華やかさと、さくらが持つ「春や女性のイメー
ジ」が立ち過ぎないように、黒を効果的に使用したチラシになった。特に女性層にメッセージの訴
求力を最も高めたい「新商品桑の葉シリーズの紹介」を兼ねたクーポンは、親しみのある分りやす
いデザインにし、「いつか行ってみよう」と思わせる印象を残すことができる潜在意識に繋がるチ
ラシを作成することができた。特に女性客・リピーターで実際にチラシを見て来店された方が多
く、7月にイベントをスタートして当月は対前年同月比 5%アップの売上となった。

さくら茶屋 La Passion

■業種 ：飲食業
■従業員 ：3人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成6年
■住所 ：山梨県韮崎市藤井町南下條171-1
■企業概要：フレンチ、イタリアンレストラン

地産地消レストランの魅力を充分に引き出すチラシ作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

山梨県商工会連合会 韮崎市商工会
構成機関

出羽 ゆかり 氏

山梨県商工会プラットフォーム

専門家

地域PF

25周年イベントチラシ

販路
販促
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■氏名 ：原 祐治
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営計画作成支援

ご相談者は行動力がありましたが、家庭と仕事を
両立し時間の制約がありました。そのため、課題
を洗い出し、やるべきことを3つに絞り込んで優
先順位を示しました。

長野県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、個人事業でハンドメイド子供服のネット販売・委託販売をメインに創業した。平成29年より自宅
アトリエにロックミシンや職業用ミシンを増設して洋裁教室を始め、物販から洋裁教室への転換を計った。こ
の転換は売上拡大に大きく寄与し、売上高対前年比360％を達成することができた。洋裁の技術レベルも制作
物も違う様々な生徒に個別対応のレッスンを提供しながら、引き続き子供服のオーダー受注や販売も外部サイ
トで続けており、生徒数増加に伴う事務作業の負担増が経営者を圧迫し始めていた。そこで業務効率化ととも
に、提携アトリエや認定講師の育成について当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点のヒアリングによると、当初は無作為にレッスンメニューを考案・展開してきたため本企業の負担も大
きく、生徒が一定数集まった現状では受講満足を高めることが難しくなりつつあった。そこでレベル別にクラ
スを分け、ステップアップしていくコース制度を導入して効率化を図った。しかし、講師一人では、クラスを
細分化するほど開催できる各クラスのレッスン日は少なくなり、既存生徒は通いづらくなる。そこでインスト
ラクターを養成して、同じレッスンを提供できる体制を構築することとした。今回インスタラクター養成講座
には創業塾と同様の内容が含まれていると想定しており、新役務の開発とも言えるため、経営革新や創業塾の
経験豊富な本専門家に依頼した。

洋裁教室のミシン各種

■専門家による具体的な支援内容

レッスンメニューの体系化については、既存の生徒へ周知のうえ、新規募集に活用す
るよう助言した。今後もレッスンメニューの開発・再構築をする際には、ニーズであ
る「純粋に洋裁を楽しむ」「ビジネスとしての自立」の2つを出口として意識するよう
に指摘した。提携アトリエ講師の育成については、このビジネスのトップランナーで
あることを自覚して、収益をあまり考えずに、生徒の中から講師育成の意図を示さ
ず、関係性をつくるよう助言した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTaAAJ?advisor_field_id=

物販の販売のみで売上を立てていたのですが、大変苦しい状況
が続いておりました。教室事業を始めたことで売上に変化が出
始めましたが、コンセプトが異なる2つの事業を、同じHP内で
運営することは困難であるため、物販を一度撤退させて教室事
業に集中するように、ご指導をいただきました。その後の具体
策もご教示くださり、当初はかなり戸惑いはありましたが、ポ
ジショニングをしっかり行うことで教室の方向性が明確に見え
始め、売上も安定していきました。現在も継続して指導をお願
いしております。

今年はさらに対前年を上回る見込みである。今回の支援で、教室事業拡大への対応策としてレッ
スンのコース化や講師養成講座の開講に至った。生徒を集めるために、安定的にイベント実施
し、入会への誘導もうまくいっている。また講師養成だけでなく、商品制作担当も同時に育成す
る運びとなり、物販事業も本格的な復活を目指している。提携者が3名に増え、さらなる事業拡
張や、自宅アトリエを出てテナント進出も期待できる。

クラス別のレッスン
コース案内（HPより）

Raspberry Girl

■業種 ：サービス業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成25年
■住所 ：長野県松本市蟻ケ崎4-7-5
■企業概要：洋裁教室運営、子供服製造販売

売上3倍増の洋裁教室をさらなる拡大へ導く講座開発支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

原 祐治 氏

長野県よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：庄司 正樹
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：事業継続計画（BCP）

小規模事業者のIT化 等

BCPの机上訓練まで行っている企業は大変珍し
く、経営者の危機感度の高さを感じました。この
ような実践的な活動は、緊急事態に必ず役に立
ち、事業再開を確実にすると思います。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は従来から積極的にBCP策定に取り組み、管理職レベルでは、一定の認識を持って活動出来ている。し
かしながら、主任以下の一般職社員においては、BCPに対する理解がまだまだ不足している。この状態では、
緊急災害時に全社的に一体となった対応をすることが出来ず、得意先の要求に沿った事業再開が出来ないため
に、廃業や倒産に追い込まれてしまう懸念がある。全社的なBCPの日常化を目指し、一般職社員の半数以上が
BCPを理解出来るようにしたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングにより、一般職社員がBCPを理解できるようにするためには、主任レベルの社員に対して
高度なBCP教育を行い、管理職レベルまで理解度を向上させることが必要であるとともに、一般職社員に対し
ても基礎的なBCP教育を行うことが必要であると判断した。そこで、中小企業診断士としてBCP策定支援の実
績が豊富にあり、静岡県BCP指導者養成講座の講師でもある本専門家に依頼した。

社内でのBCP勉強会のようす

■専門家による具体的な支援内容

まず、BCPを従業員全体に浸透させるための教育方法を検討し、教育スケジュールを
策定した。職制別に分けたBCP勉強会を実施し、階層に応じてBCPの理解を深めても
らったうえで、全従業員に対してDIG（災害時図上訓練）を実施し、BCPの実践感覚を
体験させた。また新たに導入した災害シミュレーションソフトによるBCPリアル机上
訓練を実施し、地図上で発生させた災害をもとに、時系列に被災状況の変化を確認し
つつ、復旧～事業再開の活動を検討した。各訓練を通じて得た気づきをBCPに反映す
る指導を行い、従業員の安否を確認するシステムの導入についてもアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000UQg1dAAD

BCPに取り組み始めて6年目になりますが、当初はBCPの事業継
続計画書を作成するまでが目的となっていました。そのような
中、庄司先生と出会い、BCPよりもさらに進化したBCMまでご
教授して頂き、BCPがただの計画で終わるのでは無く、まずは
計画に有ることを実施し、さらに、図上訓練や机上訓練を繰り
返しながら、BCP計画の見直し等を行い、毎年、より精度が上
がっています。このように進化出来たのは、まさに、庄司先生
から一つ一つ細かくご教授いただいた結果の賜物だと思いま
す。素晴らしいご支援ありがとうございました。

全従業員に対し充実した訓練を実施したことにより、BCPの実践力が大いに高まった。今回導入
した災害シミュレーションソフト「TerraMapBCP」により、科学的な被害想定が可能になり、
BCPの机上訓練の精度が飛躍的に向上した。また、安否確認システム「ANPIC(アンピック)」の
導入と同時に工場耐震補強工事にも着手し、大規模地震への対応力が大幅に強化された。今後も
机上訓練を繰り返し実施することで、引き続きＢＣＰの精度の向上が見込まれる。

BCP机上訓練マニュアル

株式会社 増田鉄工所

■業種 ：製造業
■従業員 ：62人
■資本金 ：2,000万円
■創業 ：昭和27年
■住所 ：静岡県富士市大淵横沢2457-1
■企業概要：金型・同部分品設計製造

BCP策定先進企業における全社的BCM活動支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

富士商工会議所
構成機関

庄司 正樹 氏

静岡東部地域中小企業支援ネットワーク

専門家

地域PF

BCP
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■氏名 ：岸本 圭史
■保有資格：ITコーディネータ
■専門分野：小規模事業者への経営支援

IT利活用支援

ローカルベンチマーク診断を活用し、業務上の課
題およびIT化すべき内容の検討を実施しました。
今回は、相談者様と経営実態を共有し、改善を進
められた事が良い成果につながっていると考えて
います。

静岡県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和59年に創業し、金属部品の表面処理・加工・組み立て業務を行っている。現在人員不足であ
るが、求人募集しても人が集まらない状況にある。そのため、昔ながらの業務（事務作業、在庫管理、生産管
理等）を改善・効率化することによって人員不足をカバーしたいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関のヒアリングによると、本企業はIT化による業務改善・効率化を目指しているが、解決のためには本企
業独力では難しい状況にあった。具体的にどの程度の費用を投資し、どのシステムを活用すれば最適な改善と
なるのか、本企業に合った提案をしてもらいたいとの要望があった。そこでITを活用した経営力強化、販路拡
大、販売支援において高い専門性を有し、実績が豊富で課題解決できる本専門家に依頼した。

ローカルベンチマーク

■専門家による具体的な支援内容

在庫管理、生産管理、事務作業等の非効率・ムダ・ムリの改善を実現する為、実業務
の確認からIT活用による効率化、会社全体の事業成長への貢献を検討した。既製のIT
システムやソフトウェアから選定するのは多大な費用がかかる。その為、具体的に詳

細な要望・条件を確認・整理し、「Access」、「Excel」のように事務担当者でも使い慣れ
ているシステムを利用することで「必要最低限のシステム化」を安価に実現できるよ
うにした。さらに活用するにあたり、ある程度の部分まで自社内の情報整理と、シス
テム活用による業務改善の見通しを立てる必要性について、今後検討していく必要が
あることをアドバイスした。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Wsp5iAAB?advisor_field_id=

浜松商工会議所の担当者に経営相談をしている中で、ミラサポ
の専門家派遣制度をご提案いただきました。
相談の一つに人材不足があり、求人しても集まらない状況から
「今の人員で業務を効率化してみてはどうだろうか」と考えた
ことが始まりです。専門家には、ITと経営改善に詳しい岸本先
生にお越しいただき、弊社の実態にあったご提案をしてもらっ
ています。
専門家ならではの視点も多く、貴重なアドバイスをいただきま
した。この考え方を参考に、これからも経営の効率化等の磨き
上げを頑張っていきたいと思います。

本企業の懸念であった生産・在庫の管理について、独自のITシステムを構築することで、業務の
効率化をすることになった。ITシステムの独自構築にあたり、最も労力と費用のかかる部分を自
社努力で共に作り上げることができた。今後、数ヶ月程度の期間でITシステムの構築を実現して
いくことになる。これにより、現場や生産計画時の在庫確認作業時間を短縮でき、在庫管理だけ
でも月に40時間の業務改善が見込まれる。また、生産計画ともリンクさせることで、パソコン画
面上で一元管理でき、生産予定、日々の進捗状況、生産現場での負荷状況の把握が可能となり、
更なる効率化を見込んでいる。

有限会社 マルナカ河西工業

■業種 ：金属製品製造業
■従業員 ：15人
■資本金 ：300万円
■創業 ：昭和59年
■住所 ：静岡県浜松市中区高丘西2-10-1
■企業概要：金属部品の表面処理・加工・組み立て

人員不足対応のためIT活用による業務効率化を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

浜松商工会議所
構成機関

岸本 圭史 氏

浜松地域中小企業応援センター

専門家

地域PF

可視化を実現！

IT
活用


